
　安全振興会は、昭和52（1977）年に県立高等学校ＰＴＡ連合会（以下　高Ｐ連）と県立学校長会（以
下　校長会）が設立し、昭和56（1981）年の財団法人化を経て平成25（2013）年に一般財団法人
となりました。見舞金の給付、学校安全の普及充実、修学奨励金の給付の３事業を行っています。
　残念ながら、学校生活における災害はなくなりません。これらの災害の中には、勉学を中断しなけ
ればならないケースもあり、災害に遭った生徒・保護者の経済的・精神的苦痛は計り知れないものが

あります。学校管理下の災害の共済制度としては、独立行政法人日本スポーツ振興センターが見舞金や医療費の給付を行っています。
安全振興会は、同センターの給付金に上乗せする形で、死亡見舞金、障害見舞金、負傷等見舞金、歯牙欠損見舞金を給付し、さらに、
独自に義歯見舞金、特別見舞金、供花料の給付を行っています。現在、安全振興会の見舞金給付事業は、平成22（2010）年に成立
した「ＰＴＡ・青少年教育団体共済法」に基づき、文部科学省と県教育委員会の指導の下に実施しています。
　入会の資格は県立高校、特別支援学校（高等部）及び中等教育学校の保護者等（成人に達した生徒の親を含む）であることとなっ
ています。現在、県立高等学校全日制・定時制・通信制の全校、及び、県立中等教育学校の全校が加入しています。
　安全振興会は、高Ｐ連と校長会及び学識経験者等の代表者が評議員・理事・監事を構成して運営しています。これらの役員等は全
員無報酬で運営に参画しています。安定した運営の継続と充実のために事業内容の見直しは随時行ってまいりました。詳細は以下の「安
全振興会のあらまし」をご覧ください。
　新入生の保護者の皆様には、安全振興会の趣旨にご賛同をいただき、万一の災害に備えて多くの皆様にご加入していただきたいと
思います。また、在校生の保護者等の皆様におかれましても、前年度同様引き続きご加入くださるようお願い申し上げます。

　令和６年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品
（県立横須賀高等学校　令和６年２月発行　「横高PTA JOURNAL」第141号）



Ⅰ　共済（見舞金給付）Ⅰ　共済（見舞金給付）
　安全振興会の行う共済事業への加入者は生徒の保護者等

（成人に達した生徒の親を含む）であり、共済の対象者は生
徒です（保護者等は含みません）。また、共済事業の種類は、
スポーツ振興センター法施行令の規定による災害共済給付
の対象となる学校管理下の災害による死亡見舞金・障害見
舞金・負傷等見舞金・歯牙欠損見舞金・義歯見舞金・特別
見舞金です。

見舞金の種類、給付額、支給要件

　死亡・障害・負傷等・歯牙欠損見舞金は、スポーツ振興
センターの災害の認定に準じます。

■死亡見舞金：スポーツ振興センターの給付額の5割
　　　　　　　最高額　15,000,000円

■障害見舞金：スポーツ振興センターの給付額の5割
　　　　　　　最高額　20,000,000円

■負傷等見舞金：同一の事由による災害に対するスポーツ
振興センターの医療費給付額の合計が15,000円以上と
なったとき、スポーツ振興センターの給付額の5割
※医療機関での窓口負担がない場合は、スポーツ振興セ

ンターの医療費給付額の4倍を基準額とする

■歯牙欠損見舞金：スポーツ振興センターの給付額の5割

■義歯見舞金：学校管理下の災害による負傷のため、歯
科補綴（しかほてつ）を受けた場合で、障害見舞金・歯
牙欠損見舞金の対象とならない２歯以下の歯科補綴の場
合、１歯あたり50,000円

■特別見舞金：課外活動に準ずる場合等スポーツ振興セン
ターの見舞金給付対象にならない特別な事情による災害
で、死亡或いは障害の場合に、理事会が給付を決定した
とき、死亡見舞金、障害見舞金の本会給付額のそれぞれ
5割を限度

※歯牙欠損見舞金は令和4年4月1日以降に発生した災害が
対象。それ以前は義歯見舞金の対象。

学校管理下とは

　見舞金給付の条件となる「学校管理下」は、スポーツ振
興センター法施行令の規定に準じます。

（1）学校の教育課程に基づく授業を受けているとき

（2）学校の教育計画に基づいて行われる課外指導（部活動
等）を受けているとき

（3）休憩時間中に学校にいるとき。その他、校長の指示ま
たは承認に基づいて学校にいるとき

（4）通常の経路及び方法により通学するとき

（5）以上の場合に準ずる場合として文部科学省令で定める
場合

共済期間、安全振興会の責任開始期

　共済期間は、４月１日から当該年度末までの１年間です。
　ただし、期間途中で加入した場合については、加入日の
翌日からとなります。

支給制限、時効

（1）次のような場合は、見舞金の全部または一部の給付を
行いません。詳細は共済規程によります。

　ア　同一の負傷又は疾病に係る負傷等見舞金について
は、スポーツ振興センターの医療費の支給開始後、10
年を経過したとき以降

　イ　非常災害
　ウ　災害が自己の故意又は重大な過失によるとき
　　　（中等教育学校の前期課程を除く）

（2）見舞金の請求をする権利は、給付事由が生じた日から
３年間行わないときは、消滅します。

加入手続き

　学校を通して一括での手続きとなります。途中入会退会
も学校を通してください。

共済掛金、会費

　学校・課程の合計金額が、年間の支払額です。学校を通
して一括して安全振興会に振込んでいただいております。

（月々にすると100円以下で様々な補償が受けられること
になります。）

会費額

学校・課程

会費内訳
合計（円）

純掛金 付加共済
掛金 一般会費

高等学校　全 708 372 120 1,200
　　　　　定 354 186 60 600
　　　　　通 106 56 18 180
中等教育学校 708 372 120 1,200

共済掛金＝純掛金＋付加共済掛金
会費＝共済掛金＋一般会費

※「高等学校　全」には、特別支援学校高等部を含みます。
※純掛金は各種見舞金に使うもので、それ以外には使いませ

ん。付加共済掛金は安全普及のために使われるものです。一
般会費は、修学奨励金や供花料及び管理費に使われるもので
す。

※会員（保護者等）が退会した場合は、未経過期間に対し月割
をもって計算した共済掛金（純掛金＋付加共済掛金）から、
手数料（500円）を差し引いた額（10円未満切捨て）を、
学校を通じて返還します。

　　なお、返金額が100円未満の場合、及び一般会費につい
ては返金しません。



見舞金請求の手続き

　災害に遭い、医療機関に掛かった場合、①学校から関係
書類を受取り、学校を通してスポーツ振興センターへ手続
きをします。②スポーツ振興センターから医療費・見舞金
が学校を経由して、③会員（保護者等）に支給されます。
④その後、学校を通して安全振興会に各種見舞金の「支払
請求書」を提出します。⑤安全振興会は規程に従って給付
額を決定し、会員（保護者等）の口座に見舞金を振込みます。
また、会員（保護者等）と校長宛ての見舞金支払通知書を
学校に送付します。

負傷等見舞金の請求
スポーツ振興センターとの関係

【スポーツ振興センター】

【安全振興会】

【家庭】

【学校】

学校からの申請

学校からの申請

医療費が37,500円の例
一般の窓口負担3割の場合

37,500円×0.3＝11,250円

センター給付額

安全振興会給付額

センター給付額 （の合計） が
15,000円以上で、 その5割
15,000円×0.5＝7,500円

窓口負担額
（医療費の3割）

合計　医療費の4割
37,500円×0.4　

　　　　　　＝15,000円

センター付加支給分
（医療費の1割）

1

2

4

5

3

医療機関での窓口負担無しの場合

　窓口負担無しの場合は、スポーツ振興センター給付額
はセンター付加給付分である、医療費の１割のみが給付
額となります。上の例では、その額が3,750円となりま
す。この場合、安全振興会では、その額の４倍（3,750
円×4＝15,000円）をスポーツ振興センターの給付額と
みなし、その額が15,000円をこえた場合、その５割（最
低7,500円）を給付します。
　※センター給付が1割かどうかは、各校に送られる
　　医療費支払通知書の備考欄で確認できます。

見舞金の給付状況

令和5（2023）年度の見舞金給付状況は次のとおりです。
死 亡 見 舞 金 0 件 0 円
障 害 見 舞 金 2 件 2,015,000 円
負 傷 等 見 舞 金 1,779 件 64,916,200 円
歯牙欠損見舞金 1 件 40,000 円
義 歯 見 舞 金 17 件 1,100,000 円

計 1,799 件 68,071,200 円

Ⅱ　安全の普及充実の仕事Ⅱ　安全の普及充実の仕事
　災害が起きてからの被害者の救済も大切ですが、その前
に災害に遭わない、災害を起こさないことがより大切なこ
とです。安全振興会は、生徒の安全意識の向上と学校安全及
び安全な生活環境の整備を目指した事業を行っています。
１．作文コンクールの実施

「安全又は健康」をテーマに、県立高校、特別支援学校高
等部及び中等教育学校後期課程の生徒から広く作品を募
ります。
優れた作品は『安全振興会のご案内』等に掲載します。
今年度の最優秀賞の２編を裏面に掲載しました。

２．ポスターコンクールの実施
安全推進月間キャンペーン用と作文コンクール募集用の
ポスターコンクールを、県高等学校文化連盟（以下  高文
連）美術・工芸専門部に委託して実施しています。
優れた作品をポスターに作成し、各県立学校に配布して
います。

３．交通安全運動への協力
「みんなの交通安全教育推進運動『スタートかながわ』」
を推進する高Ｐ連と校長会の活動に協力し、補助金を交
付しています。

４．各団体の健全育成及び安全啓発・対策事業等への協力
高Ｐ連、校長会、高文連、県高等学校体育連盟、県立高
等学校定時制通信制教頭会、県高等学校教科研究会（保
健体育部会、養護部会）の実施する健全育成及び安全啓
発・対策事業等に協力し、補助金を交付しています。

５．『安全振興会報』の発行
年２回（８月・２月）安全振興会の事業内容の紹介や安
全に関する情報の提供に努めています。

Ⅲ　修学奨励金、供花料の給付Ⅲ　修学奨励金、供花料の給付
修学奨励金

　保護者等が会員で、学資の支弁が困難な生徒を対象に給
付型の修学奨励金の給付を行います。
　給付年額：80,000円（返還の必要なし）
　採用人数：全県立高校の全・定・通課程につき各１名。
　　　　　　全中等教育学校各１名。
　推薦と採用：各校長から推薦された生徒を採用します。

他の奨学金との併給が可能です。併給を受
けようとする他の制度が併給可能かどうか
を確認してください。

　申請は学校を通して行います。締切は7月1日（火）です。

供　花　料

（1）生徒が死亡した場合（学校管理下か否かは問いません）、
100,000円を給付します。

（2）供花料請求の手続き
　学校を通して、本会に供花料支払請求書を提出します。
　安全振興会は規程に従って供花料を会員（保護者等）
の口座に振込みます。会員（保護者等）と校長宛の供花
料支払通知書を学校に送付します。

（3）供花料の請求をする権利は、死亡した日から３年間行
わないときは、消滅します。

個人情報の取扱いについて
　個人情報の取扱いについては、「個人情報保護方針」及び「個
人情報保護規程」に従うものとします。
　ご提出いただく個人情報につきましては、共済契約の管理及
び審査、共済金の支払い及び当法人の事業のために使用され、
それ以外には使用いたしません。
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る
こ
と
で
す
。
支
え
て
も
ら
っ
た
分
、
た
く
さ
ん

の
人
の
病
と
心
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
。
真
夜
中
を
歩
き
続
け
る
人

が
綺
麗
な
朝
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
、「
頑
張
れ
」
で
は
な
く
、「
頑
張
ろ
う
」
と

声
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
看
護
師
に
。

小
林　

結
愛

県
立
西
湘
高
等
学
校
　
　
　

不
器
用
で
愛
の
あ
る
言
葉

「
ペ
リ
ッ
」

　

丁
寧
な
手
つ
き
で
、
破
れ
な
い
よ
う
に
、
封
筒
を
開
け
た
。
私
は
、
家
族
や
友
人

か
ら
貰
っ
た
手
紙
を
箱
の
中
に
入
れ
て
残
し
て
い
る
。そ
の
箱
の
中
の
言
葉
た
ち
は
、

私
の
心
強
い
味
方
で
あ
る
と
感
じ
る
。

　

春
、
満
開
の
桜
の
中
で
行
わ
れ
た
入
学
式
。
私
は
高
校
一
年
生
に
な
っ
た
。
慣
れ

な
い
環
境
、
初
め
て
の
電
車
通
学
、
行
事
に
小
テ
ス
ト
。
怒
涛
の
日
々
だ
っ
た
が
、

充
実
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
の
週
末
、
私
は
風
邪
を
ひ
い
た
。
こ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
出
来
事
だ
っ
た
が
、
私
は
忙
し
く

て
も
風
邪
を
ひ
く
人
間
で
は
な
い
た
め
、
不
思
議
に
思
っ
た
。
し
か
し
最
近
の
生
活

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
心
の
不
調
か
ら
く
る
風
邪
で
は
な
い
か
と
い
う
結

論
が
出
た
。
今
ま
で
毎
日
会
っ
て
い
た
中
学
校
の
友
達
と
会
わ
な
く
な
っ
て
、
家
族

で
過
ご
す
時
間
も
以
前
よ
り
減
っ
た
。
ぼ
ん
や
り
と
し
た
孤
独
感
。
だ
が
、
も
う
高

校
生
だ
か
ら
と
、
な
ん
だ
か
一
人
で
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
か
っ
た
。

　

す
っ
か
り
身
体
は
元
気
に
な
っ
た
あ
る
日
、
父
が
私
に
聞
い
た
。「
誕
生
日
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
何
が
欲
し
い
？
」
す
ぐ
に
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、「
考
え
て
お
く

ね
。」
と
伝
え
た
。
悩
ん
で
悩
ん
で
、
よ
う
や
く
思
い
つ
い
た
も
の
。
そ
れ
は
手
紙

だ
っ
た
。
私
は
誰
か
が
手
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
と
き
、
い
つ
も
心
底
嬉
し

か
っ
た
。
父
か
ら
は
、「
手
紙
で
い
い
の
？
」
と
聞
か
れ
た
が
、私
は
「
手
紙
が
い
い
。」

と
答
え
た
。

　

誕
生
日
当
日
。「
誕
生
日
お
め
で
と
う
。」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
二
枚
の
封
筒

が
手
渡
さ
れ
た
。
母
か
ら
の
手
紙
に
あ
っ
た
の
は
、
一
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
私
の

似
顔
絵
。
父
か
ら
の
手
紙
に
は
、「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
味
方
だ
よ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
っ
た
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
、
自
然
と
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
な
ん
て
温
か
い
手
紙
な

ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
ま
た
、
後
悔
し
た
。
深
い
愛
情
を
向
け
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
を
、
一
瞬
で
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

　

私
は
父
と
母
か
ら
の
手
紙
を
し
ま
う
た
め
、
た
く
さ
ん
の
手
紙
が
入
っ
た
箱
を
開

け
た
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
と
、私
は
今
ま
で
貰
っ
た
手
紙
を
読
み
返
す
こ
と
に
し
た
。

ご
く
丁
寧
に
、封
筒
を
開
け
る
。「
ど
こ
に
行
き
た
い
と
し
て
も
私
は
応
援
す
る
よ
！
」

「
体
調
に
気
を
付
け
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
僕
も
自
然
体
で
頑
張
っ
て
み
ま

す
。」「
困
っ
た
と
き
や
大
変
な
と
き
は
、
何
時
で
も
話
聞
く
よ
！
」
箱
の
中
に
あ
っ

た
の
は
、
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
言
葉
た
ち
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
心
も
身
体
も
快
調
で
あ
る
。
疲
れ
た
と
き
に
は
手
紙
が
入
っ
た
箱

を
開
け
て
い
る
。

　

ス
ト
レ
ス
社
会
で
あ
る
今
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
来
る
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
の

根
っ
こ
に
あ
る
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス

ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
も
の
は
様
々
だ
が
、
言
葉
も
そ
の
一
つ
だ
と
、
私
は
思
う
。
私

の
言
葉
が
い
つ
か
誰
か
の
味
方
と
な
れ
る
よ
う
に
、
私
は
私
な
り
に
、
温
か
い
言
葉

を
紡
い
で
い
く
。

　

言
葉
。
そ
れ
は
き
っ
と
誰
か
の
か
け
が
え
の
な
い
味
方
。 坂

間　

日
和

県
立
新
城
高
等
学
校
　
　
　

言
葉
を
紡
ぐ

　安全振興会では、生徒の皆さんの安全意識の向上を図るために、「安全」又は「健康」をテーマに作文コンクールを
実施しています。今年度も素晴らしい作品が多数寄せられました。米山謙委員長、程島宏美副委員長、平松和夫委員、
海浦洋子委員、原口瑞委員、萩谷英明委員の６人の元校長先生に審査をお願いしました。最終選考会で、最優秀賞２編、
優秀賞５編、佳作41編が決定されました。この中から最優秀賞に選考された作品を掲載します。


